
２
月
26
日
開
催
の
準
備
委
員
会
で

は
、
出
席
し
た
16
人
の
町
村
長
か
ら
、

新
た
な
構
成
町
村
に
よ
る
参
加
へ
の

意
向
に
つ
い
て
の
報
告
が
な
さ
れ
、

協
議
の
結
果
、
改
め
て
寿
都
町
、
岩

内
町
及
び
余
市
町
の
３
町
を
除
く
後

志
管
内
16
の
町
村
で
構
成
す
る
「
後

志
広
域
連
合
」
を
正
式
設
立
す
る
た

め
の
後
志
広
域
連
合
規
約
案
が
、
全

町
村
長
の
一
致
を
も
っ
て
決
定
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
す
。

共
同
処
理
す
る
事
務
の
種
類
及
び

開
始
年
度
に
つ
い
て
は
、
知
事
の
設

立
許
可
を
経
た
平
成
19
年
度
の
で
き

る
だ
け
早
い
時
期
と
し
、
そ
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
前
回
と
変
わ
り
な
い

も
の
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
広
域
連
合
を
構

成
す
る
後
志
管
内
16
の
す
べ
て
の
町

村
は
、
３
月
中
の
各
町
村
議
会
定
例

会
に
、
後
志
広
域
連
合
設
置
の
た
め

の
規
約
案
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

道
立
余
別
診
療
所
の
廃
止
問
題
に

つ
い
て
北
海
道
で
は
、
現
在
開
会
中

の
第
１
回
定
例
道
議
会
に
お
い
て
、

既
定
方
針
ど
お
り
３
月
31
日
を
も
っ

て
廃
止
す
べ
く
関
係
条
例
改
正
案
を

審
議
中
で
す
。

町
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
過

を
踏
ま
え
て
、
廃
止
に
伴
う
道
の
地

元
町
村
へ
の
地
域
医
療
助
成
措
置
の

予
算
化
と
、
診
療
所
跡
地
の
町
へ
の

返
還
措
置
対
策
予
算
の
確
保
な
ど
に

つ
い
て
、
道
に
対
し
て
強
く
要
請
し

て
き
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
地
域
医
療
助
成
措
置

に
つ
い
て
は
、
道
の
厳
し
い
財
政
事

情
か
ら
、
地
元
町
村
に
お
け
る
保
健

医
療
施
設
整
備
体
制
の
充
実
に
役
立

て
る
た
め
の
特
定
目
的
の
備
品
購
入

経
費
に
充
て
る
単
年
度
限
り
の
補
助

金
で
、
６
百
万
円
を
限
度
に
交
付
す

る
と
い
う
制
度
で
す
。

町
で
は
、
道
の
こ
の
補
助
制
度
に

沿
っ
て
、
町
立
国
保
診
療
所
の
日
常

診
療
に
お
け
る
使
用
頻
度
が
多
く
、

か
つ
老
朽
化
し
て
い
る
「
低
周
波
治

療
器
」
な
ど
６
件
の
医
療
機
器
整
備

と
、
２
台
の
保
健
医
療
活
動
車
の
購

入
費
に
当
該
補
助
金
の
満
額
を
充
当

す
べ
く
新
年
度
予
算
に
所
要
の
計
上

を
し
ま
し
た
。

道
立
余
別
診
療
所
の
廃
止
に
伴
い
、

特
に
余
別
・
入
舸
管
内
の
患
者
の
医

療
確
保
対
策
に
つ
い
て
、
関
係
地
区

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
強
い
要
望
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

町
と
し
て
は
、
本
年
４
月
か
ら
、

町
立
国
保
診
療
所
へ
通
院
す
る
余

別
・
入
舸
管
内
の
患
者
対
策
と
し
て
、

神
岬
・
美
国
間
に
週
２
回
の
患
者
送

迎
バ
ス
を
運
行
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。運

行
車
両
は
、
毎
週
火
曜
日
と
金

曜
日
に
運
行
し
て
い
る
岬
の
湯
利
用

者
用
送
迎
バ
ス
を
神
岬
か
ら
入
舸
経

由
で
、
野
塚
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス

を
野
塚
か
ら
丸
山
経
由
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
本
来
の
運
行
目
的
に
支
障
の
な

い
空
き
時
間
な
ど
を
有
効
活
用
し
て

運
行
す
る
こ
と
を
基
本
に
実
施
す
る

も
の
で
す
。

ま
た
、
こ
の
送
迎
バ
ス
の
運
行
に

際
し
て
は
、
当
分
の
間
、
利
用
者
数

の
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
実
施
す
る

こ
と
と
し
、
患
者
の
皆
さ
ん
の
通
院

の
利
便
性
を
損
な
わ
ず
、
経
済
的
か

つ
効
率
的
な
運
行
を
図
る
た
め
の
見

直
し
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
も
、
関

係
自
治
会
と
協
議
し
な
が
ら
円
滑
な

実
施
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
運
行
時
間
等
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
関
係
自
治
会
長
の
ご
意
見

な
ど
も
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

町
内
回
覧
等
に
よ
り
住
民
周
知
を
行

う
べ
く
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
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平成19年第１回町議会定例会が３月９日招集さ
れ、議案20件、報告１件、発議２件が審議され、
３月16日閉会しました。
そのあらましについてお知らせします。



昨
年
、
国
の
独
立
行
政
法
人
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機

構
（
新
エ
ネ
機
構
）
の
採
択
全
額
助

成
を
得
て
実
施
し
ま
し
た
本
事
業
は
、

北
海
道
大
学
大
学
院
農
学
研
究
院
の

松
田
從
三
教
授
の
ほ
か
、
北
海
道
経

済
産
業
局
、
北
海
道
電
力
株
式
会
社
、

町
内
の
産
業
経
済
団
体
及
び
住
民
代

77

自
治
体
の
財
政
情
報
開
示
の
義
務

化
な
ど
地
方
分
権
・
地
域
主
権
の
時

代
要
請
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
町

民
の
皆
さ
ん
と
多
く
の
町
政
課
題
に

つ
い
て
の
共
通
理
解
を
深
め
る
た
め
、

今
後
と
も
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

表
な
ど
11
名
の
産
学
官
の
学
識
経
験

者
等
に
よ
る
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会
を
昨
年
９
月
か

ら
本
年
１
月
ま
で
の
間
に
４
回
開
催

し
、
本
町
に
潜
在
す
る
様
々
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
の
発
掘
や
地
域
内
に
賦

存
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
将
来
的
利
用

の
可
能
性
に
関
す
る
基
礎
的
調
査
検

討
を
行
い
ま
し
た
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
利
用
の

可
能
性
に
つ
い
て
評
価
を
得
た
も
の

と
し
ま
し
て
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

は
、
太
陽
光
、
太
陽
熱
、
風
力
、
雪

氷
熱
な
ど
、
リ
サ
イ
ク
ル
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
は
、
廃
棄
物
熱
、
バ
イ
オ
マ
ス

熱
等
で
し
た
。

今
後
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
中
長
期
的
に
捉
え
、
ど

平
成
18
年
度
第
２
回
目
の
「
町
長

室
出
前
懇
談
会
」
を
、
２
月
５
日
か

ら
20
日
ま
で
の
間
、
６
地
区
で
開
催

し
ま
し
た
。

す
で
に
開
催
し
た
地
区
と
合
わ
せ
、

10
地
区
で
延
１
７
８
名
の
町
民
の
皆

さ
ん
が
出
席
さ
れ
、
最
も
出
席
者
の

多
か
っ
た
野
塚
地
区
で
は
39
名
、
最

も
出
席
者
の
少
な
か
っ
た
美
国
地
区

で
は
７
名
で
し
た
。

説
明
し
た
主
な
内
容
は
、
地
方
公

共
団
体
の
新
た
な
財
政
再
生
制
度
の

概
要
、
平
成
17
年
度
決
算
状
況
、
行

財
政
改
革
の
推
進
状
況
、
後
志
広
域

連
合
設
立
の
動
向
な
ど
を
行
い
ま
し

た
が
、
懇
談
の
中
で
は
特
に
、
ひ
っ

迫
し
た
町
の
財
政
状
況
や
町
営
浴
場
、

岬
の
湯
、
味
処
し
ゃ
こ
た
ん
等
の
公

共
施
設
の
運
営
収
支
状
況
、
水
道
・

町
営
住
宅
・
保
育
料
・
学
校
給
食
費

な
ど
の
税
外
の
滞
納
状
況
、
さ
ら
に

は
美
国
町
船
澗
地
区
の
水
道
加
入
率

の
状
況
、
道
立
余
別
診
療
所
の
廃
止

に
伴
う
町
の
通
院
対
策
な
ど
に
関
す

る
質
問
や
意
見
が
多
く
出
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
す
。

積
丹
線
（
丸
山
〜
野
塚
橋
間
）
に

つ
い
て
は
、
当
該
路
線
の
経
営
収
支

の
悪
化
に
よ
り
同
路
線
の
今
後
の
維

持
は
困
難
で
あ
る
と
の
申
し
入
れ
が

あ
り
、
町
と
し
て
は
、
繰
り
返
し
て

存
続
の
要
請
運
動
を
し
て
き
ま
し
た

が
、
北
海
道
中
央
バ
ス
株
式
会
社
の

意
向
は
変
わ
ら
ず
、
平
成
19
年
３
月

31
日
で
同
区
間
の
運
行
が
廃
止
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

町
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
事
態
を

受
け
て
、
関
係
地
区
町
民
の
皆
さ
ん

か
ら
強
い
要
望
が
あ
り
ま
す
こ
の
区

間
の
交
通
の
確
保
対
策
と
し
て
、
野

塚
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
登
下
校

前
後
の
回
送
車
を
利
用
し
て
い
た
だ

く
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

な
お
、
運
行
時
間
及
び
停
留
所
等

の
運
行
体
制
に
つ
い
て
は
、
関
係
自

治
会
長
の
意
見
を
参
考
に
町
内
回
覧

で
町
民
周
知
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。



市
町
村
を
保
険
者
と
す
る
国
民
健

康
保
険
事
業
の
安
定
的
な
運
営
と
特

別
会
計
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、
平

成
18
年
４
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
税

の
税
率
及
び
限
度
額
の
引
き
上
げ
、

並
び
に
国
保
税
の
滞
納
対
策
強
化
を

図
る
た
め
の
短
期
資
格
者
証
等
交
付

制
度
の
実
施
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
成

果
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
年
１
月
末
現
在
に
お
け
る
国
保

税
の
収
納
状
況
は
、
54
・
16
％
（
前

年
同
期
比
４
・
94
％
増
）、特
別
会
計

の
収
支
状
況
で
は
、
歳
入
の
国
保
税

収
入
約
１
億
２,

６
０
０
万
円
（
前

年
同
期
比
約
２,

５
０
０
万
円
、

20
・
04
％
増
）、
歳
出
の
医
療
給
付

費
約
２
億
８,

８
０
０
万
円
（
前
年

同
期
比
約
１,

５
０
０
万
円
、
５
・

５
％
増
）
と
い
う
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
16
年
度
の
国
保
税
の

収
納
率
の
低
下
や
短
期
資
格
者
証
等

交
付
制
度
の
導
入
の
遅
れ
な
ど
の
要

因
か
ら
、
国
・
道
の
財
政
支
援
措
置

で
あ
る
特
別
調
整
交
付
金
が
平
成
17

年
度
に
お
い
て
減
額
交
付
と
な
っ
た
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33
・
12
平
方
メ
ー
ト
ル

余
市
町

木
下
　
政
治平

成
19
年
１
月
22
日

五
　
物
品
１
件
（
座
布
団
カ
バ
ー
１

０
０
枚
）

余
別
町

余
別
婦
人
会

会
長
　
田
中
　
仲
子

平
成
18
年
４
月
10
日

六
　
物
品
１
件
（
私
費
製
本
版
広
報

「
し
ゃ
こ
た
ん
」
８
冊

№
２
号

〜
№
５
０
０
号
）

美
国
町

白
川
　
義
治平

成
18
年
５
月
24
日

以
上
６
件
で
す
。

の
施
設
に
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

が
で
き
る
の
か
な
ど
に
つ
い
て
、
産

学
官
で
の
研
究
会
を
立
ち
上
げ
る
な

ど
、
学
識
経
験
者
を
含
め
た
外
部
支

援
の
実
現
に
向
け
て
引
き
続
き
努
力

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

事
務
処
理
能
力
と
体
制
整
備
が
容
易

に
つ
い
て
行
け
な
い
実
情
に
あ
り
ま

す
。ま

た
、
こ
う
し
た
社
会
保
障
制
度

の
改
正
は
、
国
・
都
道
府
県
・
市
町

村
・
住
民
の
給
付
と
負
担
の
水
準
の

見
直
し
を
伴
っ
て
お
り
、
激
減
緩
和

対
策
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
制
度

移
行
に
伴
う
住
民
へ
の
現
実
的
な
対

応
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
市
町
村
に
と

っ
て
、
新
た
な
財
政
負
担
の
増
高
が

続
い
て
お
り
、
そ
の
財
源
確
保
が
大

き
な
行
政
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
に
お
い
て
は
、
平
成
19
年
度
予

算
編
成
に
当
た
り
、
高
齢
者
福
祉
対

策
を
中
心
と
し
た
多
く
の
町
単
独
予

算
財
源
の
確
保
に
最
善
の
努
力
を
し
、

現
行
施
策
の
水
準
維
持
に
努
め
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
引
き
続
き
、
福
祉
関

著
し
い
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
伴

い
、
国
の
医
療
費
の
抑
制
や
福
祉
サ

ー
ビ
ス
水
準
の
見
直
し
等
を
目
的
と

し
た
、
介
護
保
険
制
度
を
は
じ
め
と

す
る
社
会
保
障
制
度
の
め
ま
ぐ
る
し

い
改
正
が
続
い
て
お
り
、
複
雑
化
、

高
度
化
、
専
門
化
す
る
関
係
事
務
処

理
の
増
大
に
対
す
る
小
規
模
町
村
の

係
団
体
等
の
理
解
と
協
力
を
い
た
だ

き
、
円
滑
な
事
業
の
推
進
と
効
率
的

な
予
算
の
執
行
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

次
に
掲
げ
る
現
金
・
物
件
等
に
つ

い
て
、
町
の
公
金
及
び
公
有
財
産
と

し
て
寄
付
の
採
納
の
申
し
出
が
あ
り
、

受
納
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
報

告
し
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
町
の
振
興
に
寄
与
す

る
貴
重
な
篤
財
の
寄
付
で
あ
り
、
関

係
寄
付
者
各
位
に
対
し
て
深
く
感
謝

を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
　
現
金
10
万
円

石
狩
市

葛
西
　
福
喜平

成
18
年
８
月
３
日

二
　
現
金
10
万
円

札
幌
市

森
本
　
俊
仁平

成
18
年
８
月
22
日

三
　
現
金
５
万
円

美
国
町

水
口
　
矩
子平

成
18
年
10
月
３
日

四
　
土
地
（
原
野
・
美
国
町
所
在
）
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こ
と
を
踏
ま
え
て
、
収
納
率
の
向
上

対
策
等
に
努
め
た
結
果
、
平
成
17
年

度
一
般
被
保
険
者
分
の
収
納
率
が

95
％
を
上
回
り
、
平
成
19
年
１
月
末

現
在
で
の
収
納
率
も
前
年
比
約
２
・

15
％
向
上
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
平

成
18
年
度
に
お
け
る
特
別
調
整
交
付

金
の
増
額
交
付
を
期
待
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

成
20
年
４
月
か
ら
の
実
施
を
求
め
て

い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
19
年
度
中
に
こ

れ
ら
計
画
の
策
定
が
必
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
早
急
に
町
民
の
実
態
把
握

に
努
め
、
国
保
連
合
会
か
ら
の
情
報

提
供
や
国
の
助
成
制
度
の
活
用
に
よ

る
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
事
業

の
導
入
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

差
異
の
な
い
「
短
期
ド
ッ
ク
」
を
、

町
内
を
巡
回
し
て
実
施
す
る
「
住
民

総
合
健
康
診
査
」
に
移
行
す
る
な
ど
、

健
診
事
業
の
効
果
的
な
実
施
に
努
め

ま
す
。

り
、
ま
た
、
平
成
20
年
度
か
ら
は
、

75
歳
以
上
の
方
々
が
対
象
と
な
る
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
開
始
に
伴
う

税
率
を
含
む
制
度
改
正
が
予
定
さ
れ

て
い
る
た
め
、
19
年
度
に
お
け
る
課

税
限
度
額
の
引
き
上
げ
改
正
は
、
見

送
る
方
向
で
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

保
健
予
防
事
業
は
、
町
民
の
健
康

維
持
増
進
や
医
療
費
の
節
減
を
図
る

う
え
で
、
近
年
特
に
そ
の
重
要
性
が

増
し
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
度
の
各
種
健
診
事
業
の

実
績
に
つ
い
て
は
、
短
期
人
間
ド
ッ

ク
１
８
３
人（
前
年
比
19
・
７
％
減
）、

住
民
総
合
健
康
診
査
３
５
１
人
（
前

年
比
15
％
増)

、
胃
ガ
ン
検
診
１
８
８

人
（
前
年
比
11
％
増
）
な
ど
、
延
１,

７
９
３
人
（
前
年
比
約
６
・
３
％
増
）

の
状
況
で
終
了
し
ま
し
た
。

平
成
19
年
度
も
各
種
検
診
事
業
を

実
施
し
、
疾
病
等
の
早
期
発
見
、
早

期
治
療
に
役
立
て
る
べ
く
関
係
機
関

と
の
緊
密
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
計

画
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
昨
年
度
の

受
診
者
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
受
診

者
の
利
便
性
や
町
の
財
政
負
担
な
ど

を
も
考
慮
し
な
が
ら
、
検
査
項
目
に

国
は
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
生
活

習
慣
病
予
防
対
策
の
一
環
と
し
て
、

各
保
険
者
に
「
特
定
健
診
・
特
定

保
健
指
導
事
業
」
の
実
施
を
義
務
化

し
、
平
成
20
年
度
か
ら
平
成
27
年
度

の
間
に
、
糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣
病

者
や
予
備
群
と
言
わ
れ
る
人
の
数
を

現
状
よ
り
約
25
％
減
少
さ
せ
る
こ
と

を
目
標
と
し
た
、
各
市
町
村
の
健

診
・
保
健
指
導
の
実
施
強
化
の
た
め

の
具
体
的
な
計
画
を
作
成
さ
せ
、
平

ご
み
の
広
域
処
理
体
制
の
ス
タ
ー

ト
と
本
年
４
月
か
ら
の
ご
み
処
理
費

用
の
有
料
化
に
向
け
た
、
昨
年
11
月

か
ら
の
試
行
３
か
月
間
の
状
況
は
、

燃
や
せ
る
ご
み
と
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
総
量
が
１
６
３
・
９
ト
ン
（
前
年

同
期
比
88
ト
ン
、
35
％
減
）
と
い
う

状
況
で
す
。

ま
た
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別

や
指
定
ご
み
袋
の
使
用
、
排
出
マ
ナ

ー
な
ど
に
つ
い
て
も
大
き
な
混
乱
も

な
く
推
移
し
て
き
て
お
り
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

有
料
化
に
向
け
た
町
民
の
皆
さ
ん

の
指
定
ご
み
袋
の
入
手
体
制
の
確
保

や
ご
み
処
理
手
数
料
と
し
て
の
公
金

の
収
納
事
務
の
取
扱
い
等
に
つ
い
て

国
で
は
現
在
、
平
成
19
年
４
月
１

日
か
ら
国
保
税
の
課
税
限
度
額
を
現

行
53
万
円
か
ら
56
万
円
に
引
き
上
げ

る
政
令
の
改
正
を
検
討
中
で
す
。

当
町
と
し
て
は
、
昨
年
、
平
成
11

年
度
以
来
の
課
税
限
度
額
を
引
き
上

げ
等
の
改
正
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ



町
営
浴
場
が
３
月
31
日
で
運
営
を

廃
止
す
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
基
に
把
握
し

て
お
り
ま
す
内
風
呂
を
有
し
な
い
20

世
帯
の
方
々
を
、
過
日
職
員
が
訪
問

し
、
エ
イ
ジ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

「
や
す
ら
ぎ
」
の
浴
室
利
用
に
つ
い

て
の
意
向
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

現
在
、
そ
の
結
果
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
当
面
他
の
施
設
の
活
用
な
ど

自
助
努
力
に
よ
り
比
較
的
利
用
希
望

頻
度
が
少
な
い
と
の
意
向
を
示
さ
れ

た
方
々
を
も
含
め
た
、
４
月
か
ら
の

当
該
施
設
の
利
用
体
制
や
、
希
望
世

帯
の
利
用
手
続
き
な
ど
の
準
備
を
取

り
進
め
て
い
ま
す
。

ど
を
通
じ
て
、
赤
字
縮
減
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

政
府
は
２
月
の
月
例
経
済
報
告
で

景
気
の
基
調
判
断
を
「
景
気
は
、
消

費
に
弱
さ
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
回

復
し
て
い
る
。
一
方
、
原
油
価
格
の

動
向
が
内
外
の
経
済
に
与
え
る
影
響

等
に
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。」

と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
北
海
道
経
済
産
業
局
の
発

表
に
よ
る
と
、「
北
海
道
地
域
の
経

済
は
、
生
産
は
横
ば
い
と
な
っ
て
い

る
も
の
の
設
備
投
資
は
増
加
、
個
人

消
費
は
持
ち
直
し
、
全
体
と
し
て
引

き
続
き
穏
や
か
に
改
善
し
て
い
る
。」

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
日
も
早
い
完
全
回
復
が
待
た
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

1010

は
、
町
商
工
会
の
協
力
を
得
て
、
同

会
へ
委
託
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
新
た
な
ご
み
処
理
制

度
の
円
滑
な
移
行
と
そ
の
定
着
化
の

推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

２
月
末
現
在
の
患
者
利
用
者
数
は
、

延
９,

７
２
２
人
（
１
日
平
均
43
人
）

で
、
昨
年
同
期
と
比
較
し
、
４
９
３

人
の
減
（
前
年
度
１
日
平
均
46
人
）

と
い
う
状
況
で
す
。

ま
た
、
診
療
所
運
営
収
支
の
状
況

は
、
２
月
末
ま
で
の
収
入
が
他
会
計

繰
入
前
で
約
５,

５
０
０
万
円
、
支

出
は
約
７,

７
０
０
万
円
で
、
差
引

き
約
２,

２
０
０
万
円
の
赤
字
と
い

う
状
況
に
あ
り
、
こ
の
ま
ま
推
移
し

た
場
合
の
平
成
18
年
度
決
算
見
込
み

で
は
、
昨
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
入
院
の
廃
止
を
基
本
と
し
た
経
営

収
支
の
改
善
計
画
の
赤
字
見
込
額
約

２,

８
０
０
万
円
を
下
回
る
も
の
と

予
想
さ
れ
、
よ
う
や
く
単
年
度
の
実

質
収
支
赤
字
額
が
増
高
傾
向
か
ら
縮

減
傾
向
へ
と
変
化
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

新
年
度
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き

運
営
経
費
の
節
減
や
道
立
余
別
診
療

所
の
廃
止
に
伴
う
患
者
利
用
対
策
な

当
町
の
商
工
業
を
取
り
巻
く
経
済

環
境
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

下
に
あ
り
ま
す
が
、
他
産
業
と
の
連

携
に
よ
る
地
元
消
費
の
拡
大
や
消
費

者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
新
た
な
取
り

組
み
の
検
討
に
努
め
る
な
ど
、
そ
の

振
興
に
引
き
続
き
関
係
者
共
々
一
層

の
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

２
月
10
日
・
11
日
に
積
丹
町
商
工

会
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
冬
の
イ

ベ
ン
ト
「
２
０
０
７
積
丹
夢
あ
か
り
」

で
も
、
全
町
各
地
区
の
多
く
の
町
民

の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
る
な
か
、
新

た
な
取
り
組
み
と
し
て
の
同
会
員
に

よ
る
協
賛
事
業
も
行
わ
れ
た
と
こ
ろ

で
す
。

ま
た
、
北
海
道
全
体
の
雇
用
情
勢

は
、
厳
し
さ
が
残
る
も
の
の
改
善
が

続
い
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

町
単
独
雇
用
対
策
と
し
て
の
夏
期
間

の
海
岸
美
化
清
掃
業
務
や
冬
期
間
に

お
け
る
高
齢
者
世
帯
の
除
雪
業
務
を

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

平
成
18
年
度
上
期
の
北
海
道
観
光

入
込
客
総
数
は
、
９,

２
１
４
万
５

千
人
で
、
前
年
同
期
の
９,

１
１
７

万
８
千
人
に
比
較
し
１
・
１
％
の
増

と
な
っ
て
お
り
、
依
然
と
し
て
旭
山

動
物
園
や
知
床
人
気
が
続
い
て
い
ま

す
。一

方
、
当
町
の
観
光
入
込
客
数
は
、

99
万
３
千
人
で
、
後
志
管
内
で
は
、

小
樽
市
、
喜
茂
別
町
に
次
ぐ
第
３
位

の
状
況
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
町
の
豊
か
な
自
然
や
歴
史
あ
る




